家庭礼拝　2010年12月8日　エフェソ書3章　
　賛美歌３００　十字架のもとに　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　１０６（５）　尊きわが主
起

パウロの手紙は、口述して代筆しているせいか、あまり話が整理されずにしばしば脱線してしまうことがあります。そして話をもとに戻そうとするときに、こういうわけで、と言う言葉を使って、話を本題に戻そうとしますが、これがなかなか曲者で、すぐには何を言おうとしているのか分からないのです。１章15節にもこういうわけで、と言う接続詞が出てきましたが、この3章では、1節と14節に出てきます。しかも3章一節のこういうわけでの後は、キリストイエスの囚人となっている私パウロは・・・・。となっており、この・・・・は一体なんだ、と思ってしまうのです。何か話が続かないのです。次の2節に続かないので、ここで話が吹っ飛んでしまったような感じがします。そしてまた、調べてみると2節から13節はもともと切れ目のない、一つの長い文章だったのだそうです。それを現代の訳では分かりやすくするため、いくつもの文になっています。それを知って、この・・・の意味が分かりました。一節のこういうわけでで始まる文は、その後に2節から13節までの長い挿入文に分断されてしまって、次の言葉に続かなくなってしまったのです。それで、再度仕切りなおして、14節のこういうわけでという言葉で再び始まるのです。
結局、一節のこういうわけでは、2章の最後の「あなた方は、神の家族であり、聖なる神殿です。」と言う意味の言葉を受けて、14節の「私はひざまづいて祈ります。」と言う言葉につながっているのです。そしてその後に祈りの内容が続いています。もう一度2章の最後とと3章の14節をつないで確認すると、あなたがたは神の家族であり聖なる神殿なのですから、私は御父の前にひざまづいて祈ります。と言うことになります。この3章の文章はそのような構造になっている文章であることに気をつけて3章全体を読み解いていきたいと思います。

承

一節では、もう一つの不思議な表現が使われています。これは、キリストイエスの囚人となっている私パウロは、と言っているところです。普通ならば、ここは、あなた方異邦人のために、ローマの囚人となっている私パウロは、と言うのが自然です。ですがもしこう言ったなら、とてもきつい言葉になっているような気がします。あなた達のために、私はローマの囚人になってしまったと、責めているような口調になるのではないかと思います。それをパウロは、私はイエスキリストの囚人となっていると言うと、それがまるで、特権のような、名誉のような感じさえしてきます。確かに、パウロにとって、人のせいで何かが起こるということは無いのでしょう。すべては神様の計画の元で行われています。今捕らわれているのもイエスキリストの計画のもとにあっての囚人ですから、ローマの囚人ではなく、イエスキリストの囚人なのです。イエスキリストによって、捕らわれたものとしての囚人なのですから、ある意味で光栄なのかもしれません。
私達もまた、このような離散した状態になっていることを、御殿場教会員のせいだ、牧師のせいだ、連合長老会のせいだ、あの人のせいだと人のせいにしてはいけないのでしょう。これもまた、神様の計画の元で行われたことであり、イエスキリストによって、導かれて、惰性的な教会信仰生活に陥らないように、試練のときが与えられたのでしょう。私たちは、今特別に、イエスキリストの試練の元で、訓練されていると言ってもいいのではないかと思います。これはパウロが言うように、特別の栄光と捉えてもいいのかもしれません。自分の状況を被害者として捉えるか、加害者として捉えるか、神の恵みの器として捉えるか、その捉え方によって、私達の信仰は大きく変わってきます。御殿場教会や、牧師がどうなるかと言うことよりも、このことを通して私たちが、どのように変われるか、新しくされるかの方がずっと大事なことなのだと思います。このことを通して、神様が私達を用いて何をしようとしているのかに、静かに心を傾け、私たちが、新しくされることを願って、祈り続けたいと思います。
　一節のパウロの言葉は、キリストイエスの囚人になっている私パウロは、まで言って、突然言い忘れた事を思い出します。それは、こういうわけでという言葉を使って、2章から引き継いだ、神の家族などの等しくされたと言う言葉に触発されて、突然、秘められた計画について説明したくなったのです。3節と、9節にこの秘められた計画と言う言葉を使っていますが、要するに、キリスト教の奥義です。この秘められた計画は、パウロに、啓示によって示されました。それをパウロは手紙で、エフェソの人々に知らせてあったので、あなた方は、それを読めば、キリストによって実現されるこの計画をパウロがどのように理解しているか分かると思いますと言っています。ですが、その秘められた計画について是非もう一度説明しておきたかったのです。その秘められた計画とは何かと言うと、それは6節です。
エフェ 3:6　すなわち、異邦人が福音によってキリスト・イエスにおいて、約束されたものをわたしたちと一緒に受け継ぐ者、同じ体に属する者、同じ約束にあずかる者となるということです。
これが、秘められた計画であり、奥義であり、イエスキリストによって啓示せられ、パウロによって初めて明らかにされた神の計画なのです。今の私たちにとっては、何だこんなことかと、思ってしまいます。もう世界中の人が知っていることですから、これが秘められた計画、奥義であるといっても何か拍子抜けがしてしまいます。ですが当時としては、これは天と地がひっくり返るような話なのです。ありえない話だったのです。誰も今まで言ったことの無い話だったし、思いつくことも出来なかった話なのです。だからこそユダヤ人の抵抗がすさまじかったのです。ヤコブの兄弟イエスが、エルサレムにいてもそれほどひどい迫害にあわなかったのも、パウロのようにこのことを公にしなかったからです。イエスでさえも、イスラエルの国から外には出なかったし、シリアフェニキアの女の信仰の物語にあるように、子供達のパンを取って、子犬にやってはいけない、と言うほど異邦人に対しては冷たい一面を持っていたのです。ユダヤ教においても、イスラム教においてもイエスは預言者の一人と言う人々もあり一定の理解を示す人は多いのですが、パウロに対しては目くじらを立てて、非難するのです。その一番の理由は、6節に書かれているように、その秘められた計画が啓示されたと言うように、異邦人がユダヤ人と供に同じ約束に預かるものとなったと言うことを、公然と言い広めたことに有ったのです。ですがこのことによって、キリスト教は民族宗教から、世界宗教へと脱皮しました。私達もまた、その恩恵に与って信仰者となった訳です。
パウロは、神の家族の話をしていて、本題のこういうわけでと、話を続けようとしたとき、異邦人が神の家族になったということは、秘められた計画の啓示であったと言う事をぜひ言いたくなったのです。それで、こんな複雑な文章構造になってしまったのです。そして10節から１２節です。

エフェ 3:10　こうして、いろいろの働きをする神の知恵は、今や教会によって、天上の支配や権威に知らされるようになったのですが、
エフェ 3:11　これは、神がわたしたちの主キリスト・イエスによって実現された永遠の計画に沿うものです。
エフェ 3:12　わたしたちは主キリストに結ばれており、キリストに対する信仰により、確信をもって、大胆に神に近づくことができます。
このようないろいろの働きをする神の知恵は、いまや、教会によって知らされるようになったといいます。私たちはキリストに結ばれて一つとなっているために、大胆に神様に近づくことが出来るようになったのです。
転
そしてやっと、14節で、また話が戻ります。一節のこういうわけで、で言おうとしたのは、14節の、私は御父の前にひざまづいて祈ります、と言うことだったのです。私たちは神の前で公平にされ、神の家族にされ、神の住まいとなったのですから、私は御父の前にひざまづいて祈りますと言うことだったのです。そしてその祈りは、16節から19節です。
エフェ 3:16　どうか、御父が、その豊かな栄光に従い、その霊により、力をもってあなたがたの内なる人を強めて、
エフェ 3:17　信仰によってあなたがたの心の内にキリストを住まわせ、あなたがたを愛に根ざし、愛にしっかりと立つ者としてくださるように。
エフェ 3:18　また、あなたがたがすべての聖なる者たちと共に、キリストの愛の広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるかを理解し、
エフェ 3:19　人の知識をはるかに超えるこの愛を知るようになり、そしてついには、神の満ちあふれる豊かさのすべてにあずかり、それによって満たされるように。
こう祈りました。これこそがクリスチャンのなるべき姿です。その理想の姿になるようにと、パウロはひざまづいて祈ったのです。このパウロがひざまづいて祈ったというのは実はユダヤ人では普通のことではないのです。当時のユダヤ教の祈りは、立ったまま手のひらを天に向けて祈るのが普通なのです。ですから、ひざまづいて祈ったと言うのはどんなに心をこめて熱心に祈ったかを言い表しているのです。その祈りの中でパウロはこういいます。4つの項目があります。
1 霊によって、内なる人を強めてくださるように。

2 信仰によって、心の内にキリストを住まわせて下さり、愛にしっかりと立つものとして下さるように。

3 キリストの、愛の広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるか理解できるように。

4 キリストの愛を知って、神の満ち溢れる豊かさに満たされるように。

と言うことになります。後半の3つはキリストの愛を知リ満たされることができるようにと言うことになりますから、もっと短くまとめると、聖霊によって内なる人が強められ、心の内にキリストが住んでくださり、その愛を知り満たされるように。と言うことになります。これが私達クリスチャンの目標であり理想の姿です。心の内にキリストを迎え、愛を知るものとなることなのです。
　旧約聖書の神と、新約聖書の神は同じであるといわれても、決定的に違うところがあります。それは旧約の神は、常に私達の外にいる神様であります。外側から私達を見守り、導いてくださる神様です。ところが、イエス様もパウロも言っているように、新約の神様は、私達の心の内にいてくださる神様です。私達と一つになってくださる神様です。これはユダヤ教ではありえないことなのです。とんでもないことなのです。イエス様はこれによって、十字架に付けられ、パウロは、このことと、異邦人の問題で迫害されました。ですから、イエス様を心の内にお迎えすることが、イエスキリストの十字架に報いることにもなるのです。そして、パウロはイエス様の本質は愛であると知らされました。そして、私達に、そのイエスキリストの愛の広さ、長さ、高さ、深さがどれほどのものであるかを理解するようにと言います。でも、もし私たちが、イエスキリストの愛の大きさがこれくらいのものであると言ったとしたらそれは嘘をついていることになります。広さも、長さも、高さも、深さも、空間を表す言葉です。イエスキリストの愛は空間的に表現できるものではないと言うことなのです。空間を越えたものであり、計測不能のものであると言うことなのです。似たような表現で、永遠と言う言葉があります。永遠と言う言葉もまた、時間の内にあるものではないのです。永遠の命と言うとき、ずっと長く生きていられる命と言うこととは違うのです。それは時間を越えた命と言うことです。時間では計られない命のことです。イエスキリストの愛も、命もそれは時空を超えたものです。私たちは、その時空を超えた、愛と命は自分の力では計ることができず、知ることも出来ないのです。それは聖霊の導きによって、はじめて知ることが出来るのです。ですから私たちは聖霊の導きによって、内なる人が強められ、その愛を知ることが出来るようにと祈るだけなのです。　
結

私達の目標は、イエスキリストを心の内にお迎えして、愛にしっかりと立つものとなることなのです。もしイエスキリストを心の内にお迎えできないならば、聖霊にお願いして、内なる人を強めてくださいと祈り、イエス様を心の内にお迎えすることなのです。イエス様を心の内に迎えるというのは、イエス様が愛している多くの人々、イエス様と一体となった全ての人々と私達もまた一体となることなのです。ですからそれは、私たちが、イエスキリストを通して、隣人とも一体となったことを表しているのです。イエス様を心に迎えることはすべてのものと一体になることです。ですからそれは愛によって一つになったと同じ事なのです。私達には罪があるために、まだ、あの人とは一体になりたくない、すなわち愛せないと言う思いがあります。ですがそのような愛せない他人であっても、イエスキリストとならば愛せるかもしれない、一体になれるかもしれないということなのです。果たしてこのことが本当に出来るでしょうか。自分の力では当然の様に出来ないのです。その出来ない私達のために、イエスキリストが十字架で死んでくださり、私達の心に住んで下さる様にしてくださったのです。そのことを覚えつつ、イエスキリストを心の内にお迎えできるようにしたいと思います。まさにクリスマスは、イエス様がこの世に生まれてくださったことでもありますが、私達の心の闇のうちに住んでくださったときでもあります。感謝し賛美を捧げましょう。
 (一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様。あなたは私達のもとにイエスキリストをおつかわしになってくださいました。それは私たちがイエス様を心の内にお迎えして、イエスキリストの愛によって生きるものとなるためでした。イエスキリストの愛は差別の無い愛です。異邦人もユダヤ人も罪びとも力あるものも等しく愛してくださる愛であります。ですが私たちは、イエス様のように等しく愛することが出来ません。ですが、イエス様が私達のうちに住んでくださるなら、私達もまた、愛し合うものとなれるのかもしれません。神様、どうかイエス様が私達のうちに住んでくださいますように。あなたが聖霊を遣わしてくださり、うちなる人を強めてくださって、イエス様を心の内に迎えさせてください。もうすぐクリスマスですが、道かこのことが本当のクリスマスであることを悟らせてください。
今日の恵みに感謝し、この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。

◆異邦人のためのパウロの働き
エフェ 3:1　こういうわけで、あなたがた異邦人のためにキリスト・イエスの囚人となっているわたしパウロは……。
エフェ 3:2　あなたがたのために神がわたしに恵みをお与えになった次第について、あなたがたは聞いたにちがいありません。
エフェ 3:3　初めに手短に書いたように、秘められた計画が啓示によってわたしに知らされました。
エフェ 3:4　あなたがたは、それを読めば、キリストによって実現されるこの計画を、わたしがどのように理解しているかが分かると思います。
エフェ 3:5　この計画は、キリスト以前の時代には人の子らに知らされていませんでしたが、今や“霊”によって、キリストの聖なる使徒たちや預言者たちに啓示されました。
エフェ 3:6　すなわち、異邦人が福音によってキリスト・イエスにおいて、約束されたものをわたしたちと一緒に受け継ぐ者、同じ体に属する者、同じ約束にあずかる者となるということです。
エフェ 3:7　神は、その力を働かせてわたしに恵みを賜り、この福音に仕える者としてくださいました。
エフェ 3:8　この恵みは、聖なる者たちすべての中で最もつまらない者であるわたしに与えられました。わたしは、この恵みにより、キリストの計り知れない富について、異邦人に福音を告げ知らせており、
エフェ 3:9　すべてのものをお造りになった神の内に世の初めから隠されていた秘められた計画が、どのように実現されるのかを、すべての人々に説き明かしています。
エフェ 3:10　こうして、いろいろの働きをする神の知恵は、今や教会によって、天上の支配や権威に知らされるようになったのですが、
エフェ 3:11　これは、神がわたしたちの主キリスト・イエスによって実現された永遠の計画に沿うものです。
エフェ 3:12　わたしたちは主キリストに結ばれており、キリストに対する信仰により、確信をもって、大胆に神に近づくことができます。
エフェ 3:13　だから、あなたがたのためにわたしが受けている苦難を見て、落胆しないでください。この苦難はあなたがたの栄光なのです。
◆キリストの愛を知る
エフェ 3:14　こういうわけで、わたしは御父の前にひざまずいて祈ります。
エフェ 3:15　御父から、天と地にあるすべての家族がその名を与えられています。
エフェ 3:16　どうか、御父が、その豊かな栄光に従い、その霊により、力をもってあなたがたの内なる人を強めて、
エフェ 3:17　信仰によってあなたがたの心の内にキリストを住まわせ、あなたがたを愛に根ざし、愛にしっかりと立つ者としてくださるように。
エフェ 3:18　また、あなたがたがすべての聖なる者たちと共に、キリストの愛の広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるかを理解し、
エフェ 3:19　人の知識をはるかに超えるこの愛を知るようになり、そしてついには、神の満ちあふれる豊かさのすべてにあずかり、それによって満たされるように。
エフェ 3:20　わたしたちの内に働く御力によって、わたしたちが求めたり、思ったりすることすべてを、はるかに超えてかなえることのおできになる方に、
エフェ 3:21　教会により、また、キリスト・イエスによって、栄光が世々限りなくありますように、アーメン。
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